
 

 

 

 

 

 

 

 
 

  香川県では、昨年度より県内全ての幼稚園・保育所（園）・認定こども園において、「香川

県幼児教育振興プラン」の理念である「心いっぱい、体いっぱい 遊びこむ子ども」の育成

を目ざし、保育者が「一人一人の子どもの確かな理解に基づいた適切な環境を与え、学びを

支える」役割を果たしていけるよう、園（所）内研修の充実、キャリアステージに応じた人

材の育成に取り組んできました。 
 

 

 
 

  ここでは、平成２９年度における取組の成果等について紹介します。各園（所）において、

次年度に向けて事業の積極的な活用や取組の参考にしていだたきますようお願いします。 

 

 

幼児教育に関する知識・経験を有する幼児教育スーパーバイザーが、要請のあった幼稚園・

保育所（園）・認定こども園を巡回訪問し、教育内容や教育方法などについての相談、保育や 

園（所）内研修に対する指導・助言等を行い、園内研修等の支援を行いました。 

 

＜訪問園（所）数等＞ 

幼稚園（幼稚園型認定こども園含） 保育所（園） 認定こども園 

国立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 

０園 １１園 １園 ７所（園） ４所（園） ３園 ０園 

０回 ２０回 ２回 １０回 ７回 ３回 ０回 

＜成 果＞ 

・１年次より、派遣を要請した市町が増えたことや、同じ園（所）から複数回の派遣要請があ

ったことなど、主体的に研修に取り組む園（所）が増えてきました。 
 

＜課 題＞ 

・１回の訪問では、相談内容へのアドバイスからどのような変化があったのか、指導や助言が

どう生かされたのかなど、その後へのつながりが見えてこないことが残念です。 

・訪問用の保育ではなく、日々のありのままの保育を、県幼児教育スーパーバイザーとともに

振り返り、悩みや課題について話し合っていくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 香川県教育委員会 

平成２９年度 文部科学省研究委託 

 

 

 

   

 

 

【県幼児教育スーパーバイザー】 

永田 洋子 先生 

森 あい子 先生 

 訪問した園（所）では、保育や子どもの姿についての話
し合いを通して学び合う様子が見られるなど、保育の充実
や質を向上させようとする意欲を感じました。 
 若年保育者や中堅保育者等の日常の困りごとや悩みにつ
いて、ちょこっと訪問（相談）や、しっかり訪問（助言）
など、それぞれの施設の実情に応じた方法で話し合ってみ
ませんか。 
 一人一人の確かな理解と興味関心に基づいた環境構成の
中で「心いっぱい、体いっぱい 遊び込む子ども」の姿を
めざす保育について一緒に考えていきましょう。 

 はじめに 

 取組の成果等の紹介 



 

園（所）における幼児教育の質の向上には、ミドルリーダーが園（所）内研修をどのように

進めていくのかが大きなカギとなります。 

公私立の幼稚園・保育所（園）・認定こども園の主任等、ミドルリーダー的役割を担ってい

る者を対象に、園（所）内研修等を推進していくための心構えや必要な実践力を養うための研

修を年３回（５・７・１１月）行いました。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20名

9名

8名

5名

4名

2名

活用につながった例（複数回答）

具体的内容方法が豊富

企画立案参考

フォトカンファレンス参考

事例研修参考

環境図参考

その他

37名

6名

全体

活用している
活用していない

７市

２町

１市

５町

市町へ広げる報告会等

実施した 実施していない

１市

１町

３市

１町

５市

実施時期

1回目以降 2回目以降

3回目以降

１市

4市

1町

2市

１町

参加対象

保幼小合同 幼こ園

保育所 こども園

１ 「園内研修の手引き」の活用状況 

 

○参加者のほとんどの園（所）が、「園内研修の手引き」を園（所）内研修等で活用して 

います。 

○具体的な実践方法が分かりやすく図式化されるなど、活用しやすいとのことです。 

☆意見からは、慣例の研修から目的意識のある研修に移行しつつあるように感じます。 

２ 学びの共有状況 

○参加者の６割の市町で、報告会等を実施しています。 

○年度の初めに報告会を計画している市町もあるとのことです。 

☆報告会等の機会があることで、参加者のミドルリーダーとしての意識がより高まっている 

と感じます。 

 

ミドルリーダー養成研修は、幼稚園・保育所（園）・認定こども園

が合同で行っている研修です。合同研修を行うことで、互いの教育

について理解を深めたり、方向性を共有したりもすることにつなが

っています。 

是非、市町での合同研修につなげてほしいと思います。 

研修を修了した４３名の参加者にアンケートを行いました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４市

１町

４市

６町

全体

つながっている
つながらない

18名

15名

14名

6名

2名 主な変化の内容

研修内容の充実

保育や園内研修の振り返り

自分自身の意識向上

要領や指針で意味づけ

その他

３ 保育の質の向上 

 

○園（所）内研修の充実が、保育者の質の向上につながっていると感じています。 

○若年の保育者からも、意見が出やすい園（所）内研修になってきているとのことです。 

☆保育と教育要領や指針をつないで振り返ったり、意味づけしたりすることができるように

なってきているなど、研修内容の充実が図られていると感じます。 

 

 

 

○開催日：平成２９年１２月２６日 

○参加者：市内幼稚園・保育所（園）の保育者等、市内小学校低学年の担任等 

 

報告者の２人は、研修内容に加えて、「どんなことを学んだのか」

「学んだことを園やクラスの実態に合わせてどう保育に取り入れたの

か」といったことや、成果や課題も報告されていました。 

研修で学んだことを実践に生かしていく営みが、指導力の向上につ

ながるのだと思います。 

 「生活発表会を通して、子どもたちに何を経験

させるとこが大切なのだろう。長い台詞や決まっ

た動きを完璧に覚えること…、それが主体的では

ないんだな」と、感じられる報告でした。 

想像を膨らませながら、みんなで物語を作って

いくことから始まるおもしろさを、実演を交えて

報告されました。 

「リョウガくんの保育記録を通して」という研

修用DVDの視聴をもとに、幼・保・小それぞれ

の先生が、自分のクラスの子どもたちへのかかわ

りを反省的に振り返りながら、大切にしたいこと

は何かについて、活発に話し合っている様子がと

ても印象的でした。 

 善通寺市幼児教育研修会で、修了者２名が報告を行いました。 

。 

 

【ミドルリーダー養成研修の報告】 

 

【

【DVD視聴を通して】 

 



 
若年保育者が増加している中、若年保育者の資質・向上と幼稚園等における園内研修の充

実を図るために、幼児教育の専門的な知識・経験を有する者（若年保育者支援員）が、２３

園（所）を年２回訪問し、保育や悩み等の相談を受けたり、アドバイスを行ったりして、若

年保育者のフォローアップに努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【若年保育者支援員】 

永田 洋子 先生・森 あい子 先生・三谷 しのぶ 先生・六車 裕美子 先生・森 玲子 先生 

どの若年保育者も、「認めら

れたい」という気持ちを強くも

っていることを感じました。小

さな成功を褒められると、とて

も嬉しそうでしたよ。 

若年者がいる園を対象と

している取組なので、対象

者を正規職員、若年保育者

だけに限定せず、臨時職員

や中堅保育者もみんなで一

緒に研修しましょう。 

若年保育者（３年目）より 

  「加配の先生に助けられた時、『ありがとう』の一言が言えることが大事ですよ。その一

言で、また一緒に頑張ろうと思えますよ。」とアドバイスを受け、感謝の思いを伝えるこ

と、担任と加配保育士が、少しの時間でも子どもの様子を伝え合うことを大切にしてきまし

た。自分では気付かなかった子どもの姿を知ることで、幼児理解も深まったと思います。翌

日、子どもに声をかけたり遊びにかかわったりするチャンスにもなり、子どもたちとの関係

がさらによくなって嬉しかったです。 

 

所長より 

  いつもよく分かるアドバイスをいただき、若年保育者からは前向きな姿勢を感じました。

外部の方から支援を受けることで、若年保育者だけでなく、私自身も改めて大切にしたいこ

とを確認できました。また、どのように伝えればよいか、勉強になりました。 

 

若年保育者支援員より 

  ２回目の訪問が終わった時、「次はいつですか？」「もう１回来てくれると思ったのに残念

です。」と、嬉しい言葉をもらいました。自ら伸びようとする芽をみたようで、とてもたの

もしく思いました。 

キーワードは・・・ 

 

だと思います。園全体で

若年保育者が安心して保

育を続けることができる

ような支援体制を整えて

いきましょう。 

先輩保育者の保育を見る

機会があるといいですね。 

手作りの教材などを一緒に作り

ながら話をすることが、仲間づく

り、悩み相談、大切なことへの共

通理解にもつながってきますよ。 

 

打ち合わせの時間を取るよ

うになると、保育者の関係が

うまくいくようになった例も

あります。話をするって、と

ても大切なのですね。 

 訪問先の丸亀市立飯山南保育所にインタビューしました。 

 
 

 若年保育者支援員の先生方からの声 

 
 


